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抄録

高齢者の生涯学習の意義は近年ますます重要視されている。こうした環境の中で公立図書館

が高齢者に対して果たす役割について考えてL、く O 高齢者にとって最も近隣の学習施設である

図書館が、高齢者人口の未曾有の増加に対応して、提供すべき図書館サービスについて述べるO
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はじめに

65歳以上人口は特に1960年代以降世界的規模で増加し続けているO 世界的には60歳以上人口

の総人口に対する比率は、 1950年 8.1%、2000年 10.0%と増加し、 2050年には22.1%と推計

されているIl。日本では、 2003年9月現在65歳以上人口は推計で2431万人、総人口12769万人の

19%を占めている2)0 1970年に総人口に対する比率カ~7%を超えてから 25年後の1995年に 14% に

達し、先進諸国間では最も短時間に14%を超えた。その結果、医療費の増大、介護体制の不備、

年金制度の不備といった問題が起き、その対応を迫られているO 介護を必要としている人々が

増加すると同様に健康な高齢者も増加し、この人々への退職後の時間の手当ても求められてい

るO こうした高齢者人口の増加は高齢者に対する考えを変化させた。社会の重荷とする見方や

世代交代の結果社会の第一線から退いた無用の存在という見方から、社会の有用で貴重な人的

資源とする見方やそれぞれの人生のステージで人は成長を続けるという見方へと変化させた。

高齢者に対する見方、つまり高齢者観の変化は高齢者の生涯学習の必要性を認識させたとい

える O 生涯学習に関する機関や施設は多くあるが、公立図書館は生涯学習の近隣に位置する機

関である九本稿はこの公立図書館がますます重要視されている生涯学習においてどのような

役割を果たしているか、また果たすように望まれているかについて、主に日本とアメリカ合衆

国における公立図書館の高齢者サービスについて、述べるものであるO

1 公立図書館の機能

1.1 日本の場合

日本における公立図書館の機能は資料の提供である=日本において公立図書館が住民に身近

に存在し始めたのが1970年代である。 1970年代初頭の図書館数は 1千館未満であった。その後

図書館数は約3倍、蔵書数は約10倍、職員数は 2倍強となり、貸出冊数は16倍以上の伸びを示
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し4)、現在までの30年間あまりで画期的な発展を遂げた。しかしもともと図書館サービスの進

んでいる国と比べると低いレベルからのスタートであり、現在も課題は多くあるO それらの課

題を考慮すると日本の図書館の機能は資料の提供という図書館の機能の最も基本的な部分にな

らざるを得なL、。

課題の一つは町村立図書館設置率が50%未満という点や分館網の未整備のため、図書館が近

隣に存在しない地域があるということであるO 市立図書館はほぼ100%設置されているので、

町村立との差が大き l¥0 町村は都市部に比べると高齢化の速度が速く、 65歳以上人口の比率が

25%を超えている町村も多L刊ことを考えると、この低い設置率は大きな課題となるO また、

市立図書館の設置率はほぼ100%であるが、分館やBMによる図書館システムを形成している

自治体は大都市に多く、中小の都市、町や村では分館網は整備されていない図書館が多い九

図書館は設置されていても身近になければ存在しないのと同じである。公立図書館が近隣にあ

るとはいえない地域が存在しているのであるO

また、高齢者は図書館を利用しない、とか、高齢者は本を読まないといった既成概念が社会

一般に受け入れられていることも課題の一つで、あるD 高齢者は知的、身体的、また精神的に衰

えるものだとする既成概念であるが、この考えこそ高齢者の生涯学習にとって、また図書館の

高齢者の利用にとって最大の障壁であるO

日本の図書館界全体としても高齢者サービスに取り組んでいるとはいいがたl¥0 日本図書館

協会には図書館の利用に障害がある人々へのサービスについて活動しているセクションがある

が、高齢者サービスはほとんど取り上げられていなl¥0 1998年に実施された図書館の利用に障

害のある人々へのサービス調査報告書7)では、「刊行にあたってJの項で高齢者サービスについ

て触れられているのみで、調査対象と捉えられてはおらず、サービスも調査されていなL、。そ

してこれ以降新たな調査は行われていなL、。後に述べるアメリカ図書館協会のようにガイドラ

インの作成なども行っていなL、。

こうした状況では特に施設入所者やホーム・バウンドの人々にとっては図書館を利用するの

が困難となるO 高齢者サービスを提供している公立図書館は少なし、。大阪市立中央図書館、東

京都墨田区立緑図書館、藤沢市市民総合図書館、枚方市立図書館、斐川町立図書館(島根県)

などがインターネットで高齢者サービスについてアクセス可能な図書館である C サービス内容

は郵送サービスや宅配サービスが主なものであるO このサービスは障害者サービスに含まれて

いる場合もあり、図書館界全体として高齢者サービスについての関心は低いといわざるを得な

l¥o高齢者にとって最も身近な生涯学習機関としての認識度も低l¥0 

1.2 アメリ力合衆国の場合

アメリカ合衆国の図書館界はその成立当初から「すべての人々にJ(to all)をモットーとし

て掲げ、その実現に向けて多大な努力を払ってきた。 1960年代の社会の変動に対応した図書館

界の取り組みはこのモットーを現実のものにしようとする試みであったし、近年のコンビュー

タの発達、インターネットの普及は図書館界にとって新たな挑戦となっている。こうしたアメ

リカ合衆国における公立図書館の機能は、資料や情報の提供を前提として、あらゆる階層、人
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種、年齢、性、に固有なニーズに応えることといえるO

アメリカ合衆国における高齢者サービスには資料提供やレファレンス・サービスは含まれな

L 、。それらは当然のこととして提供されているのであるO その上で、高齢者を対象とした、あ

るいは高齢者にサービスする機関で働いている人々を対象としたプログラムやサービスを高齢

者サービスとしている O この点が日本との大きな差異である O

アメリカ図書館協会 CAmericanLibrary Association: ALA)は1964年、「高齢者への図書

館の責務J"The Library's Responsibility to the Aging"を採択し、高齢者に関わるALA

の見解を明らかにした。その後1971年と1981年に改訂している。これを高齢者への図書館サー

ビスの理念として、この理念に基づく実際の活動についてのガイドライン“Guidelinesfor 

Library Services to an Aging Population"を1975年に作成した。このガイドラインは1987年、

1999年に改訂されている o 1987年改訂ではタイトルを“Guidelinesfor Library Service to 

Older Adults"と変更し、内容も全面的に改訂された。 1999年の改訂は1992年の障害者法

Disabilities Actの成立とコンビュータの普及が主たる原因であった。名称も“LibrarySer-

vice to Older Adults Guidelines"と変更された九

個々の図書館では、地域のニーズに対応したサービスが提供されているO 施設への資料の提

供、宅配、特別プログラムが主な内容であるO 特別プログラムには読書会、コンビュータ講習、

回想プログラム、音読会、詩作教室、コンサートなどがある O また移民の多い地域では母語に

よる資料の提供やプログラムが行われているO

2 高齢者の持つ固有のニーズ

2.1 身体的なニーズ

まず視力の衰えが挙げられるO 通常45""'50才の聞に老眼が始まり、年齢と共に進行する。老

眼は小さな文字や明暗の対照がはっきりしない文字が読みにくくなる症状で、現在の社会状況

では、老眼鏡をかけない限り支障をきたす場合が多t，。また、 70歳を超えると白内障にかかる

場合も多くなるO

年を重ねるに連れて、慢性の病気にかかりやすく、また介護を必要とするケースも増加するO

明確な病名はつかなくても全般的に健康や体力が衰えることは否定できなL、。高齢者にとって

健康は最大の関心事といえるO このような身体的な変化はそれまでの生活形態を変化させるO

これまで可能であった車の運転や公共交通機関の利用を不可能にさせたり、介助者を必要とし

たりするO こうした状況にあっても従来の生活を維持するために必要な支援が高齢者の身体的

ニーズといえるO 老眼に合わせた表示方法が標準となるなら、より若い世代にもその表示は読

みやすいものとなるO 移動手段については戸口から〆口までの方法が実現すればどんな人々に

とっても便利な移動方法となる。

2.2 精神的なニーズ

現代社会において、人は退職後平均寿命からいえば20年ほどの自由な時間を持つようになっ

た。現役時代の責任や義務から解放されて、現役時代にはできなかった自分らしさや自己実現
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を求める人々や主体性を確立しようとする人々が増加しているO 高齢者を対象としたさまざま

な学習プログラムの増加がその証といえるO

発達心理学の分野における老年期のアイデンティティに関する研究はいまだ数少ないが9)、

その中で代表的なものとして、 E.H.エリクソンの『老年期一一生き生きしたかかわり』があ

げられるO この中で生涯発達における高齢者の精神的ニーズとして、自我の統合、あるいは人

生と死の受容とt，う課題があるとエリクソンはし寸O この課題に取り組むためにライフ・レビ、ュー

(人生の回想)という方法があるo r人生の回想は、自分の生涯にわたる連続性とアイデンテイ
ティを確認し、人生(自我)の統合のために重要な役割を果たすものであるヘ」

また、教育老年学の分野での高齢者の教育的ニーズに関する研究ではハワード・マクラスキー

(Howard Yale McCl usky )のものがあるO マクラスキーは教育的ニーズとして次の 4点を挙

げるO

1.対応するニーズ CopingN eeds ;現実に対応してL、く最低限のニーズ

2. 自己実現のニーズ Expressive N eeds ;人生の後半に表現力が開放されるO

3.貢献するニーズContributiveNeeds ;奉仕への欲求O 但し無報酬である必要はなl'0 

4.影響を及ぼすニース InfluenceNeeds ;影響力は弱まるかもしれないが無力ではなL川。

このようなニーズは高齢者特有のニーズとは言えず、青年期や壮年期のニーズとも共通してい

るが、高齢者の場合はその前提に死期が近づきつつあるという事実があり、この前提に基づい

てのニーズという点で他の年代層とは異なる、高齢者固有のニーズと言い得る O これらのニー

ズに対応するプログラムは現在日本では生涯学習施設を中心に提供されているO ボランティア

活動も活発になり、高齢者の雇用についても自治体によって組織化されるようになった。

しかし、図書館界との関わりについては、発展の余地が多くあるといわざるを得なt'0図書

館界が高齢者の教育的ニーズ、や知的ニーズ、に関心を持っているとはいいがたいし、発達心理学

や教育老年学における研究成果をサービスに反映させているともいえなL、からであるO それで

はこうしたニーズに対応する図書館の役割とはどのようなものであるのだろうか。

3 図書館の役割

3.1 資料の提供

高齢者はその健康の度合いによって居住場所が多様となる O 健康であれば自宅に住み続ける

ことが可能である。また多少介護が必要であったり、寝たきりであったとしても介護者と必要

な設備があれば自宅で居住できる。一方そういった環境にない人々や介護の度合いが重い人々

は施設が居住場所となるO 図書館はあらゆる居住状況また健康状況にある人々に資料提供の責

務を負っているO サービス対象地域内に暮らす高齢者にサービスを提供する責務を負ってい

る12)c この責務を実践するために、まず高齢者の居住状況を把握し、次にその健康状況にあわ

せた、また読書ニーズに対応した資料が用意されなければならなL、。

高齢者に必要な資料の第一は大活字本や録音図書・雑誌であるO 欧米に見られる通常の活字

の大きさの図書と大活字本が同時に出版される形がもっとも望ましいが、日本ではまだ実現さ

れていなL、。政府補助という形で早急に実現が望まれる課題である O また、電子資料も高齢者
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にとって、在宅のまま資料や情報が入手できるという点で、有効な資料となり得るO

すべての利用者に資料を提供することは図書館の責務であるが、特に高齢者には利用者から

求められる資料だけではなく、潜在的なニーズにも応えることによって資料の提供がなされる。

高齢者の読書暦、生活暦、教育暦、健康状態によるニーズに対応した資料提供がなされるべき

であるO

資料提供には高齢者の場合入手方法を来館のみとはできなl'0図書館が資料を高齢者に届け

る方法が必要となる O 郵送、宅配、そしてBMが考えられる O しかし、可能ならば蔵書全体に

アクセス可能とするため、何らかの方法で来館することが望ましいので、その方法を講じるこ

とも求められる。図書館の分館網が整備されていて誰でもが歩いていける図書館システムも必

要であるO

3.2 機会の提供

高齢者のニーズに応えるプログラムや講座、大学などの教育機関との連携が求められる。生

涯学習プログラムはさまざまな形で提供されているが、そうしたプログラムと図書館が関わり

を持つことによって、図書館が学習の機会を提供できるようになるO 図書館自身がプログラム

を提供する場合と、他機関のプログラムを支援する場合とがあるO 生涯学習施設問の連携がよ

り緊密になされれば、多様なプログラムの実施が可能となる。それぞれの文化や風土にあった

プログラムの計画及び提供が求められるO

具体的なプログラムの例としては、

*ホーダランド・カウンティ・ライブラリー(ノルウェー)I高齢者のための文章創作」

Hordaland County Library， Bergen， Norway “Aging and Verval Creativity" 

基本的な文章作成技法を、詩、俳句、短編、エッセイなどを書くことによって習得す

るプログラムで、これについては2002年 IFLAグラスゴ一大会で報告がなされた。参

加者の一人が創作した詩に以下のようなものがあるO

あなたは近所に住んでいる

通りを歩いているが、誰もあなたを目に留めない

あなたは自分の用事を静かにすませる

あなたのコートは灰色で

流f子のスタイルではなL、。

あなたは「灰色のねずみ」

さて、あなたは本当にそうなのか

おそらく色とりどりの思い出を持ち

内面は生き生きした期待で満たされているのだろう

おそらくあなたは誰も開こうとしない

破れた灰色のカバーがかかっている

色彩豊かな一冊の本なのだろう。 1.，
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*ビューリガード区図書館(アメリカ合衆国、ルイジアナ州)I高齢者アウトリーチ・サー

ビスJ Beauregard Parish Library， DeRidder， Louisiana “Senior Outreach Service" 

学習及び娯楽プログラムで、図書、ゲーム、歌などを高齢者が集まる場所で提供するO

*ブルックリン公立図書館(アメリカ合衆国、ニューヨーク州)I高齢者への図書館サービ

スJBrooklyn Public Library， Brroklyn， New York “Services to the Aging" 

もっとも特徴として挙げられるのはシニア・アシスタントの存在で、特別プログラム

の企画、運営、実施を担当しているO 彼らはわず、かで、はあるが報酬を得て働いているボ

ランティアで、同世代の人々へのサービスに直接関与しているO 高齢者サービスを発展

させる最善の方法は高齢者自身がサービスを担当することであるO 高齢者の固有のニー

ズを認識するのに高齢者以上に最適な人々はいなl'0他に施設への資料提供などを実施

しているO

などがあるω。

3.3課題

*司書の意識改革

1970年代に執筆された博士論文によれば、司書の老いに対する見解や高齢者に対する態度は

社会一般のそれらと全く一致するという O 公立図書館において高齢者は拒否された利用者であ

り、よくても彼らのニーズは一般成人に組み込まれていて、高齢者サービスとして分離される

ことはなかった、高齢者サービスを決定づけるのは司書の高齢者に対する姿勢であるというの

がこの論文の結論である 1九

アメリカ社会において高齢者は、無力ですべてを失う存在とみなされていた。社会的地位、

経済力、健康、家族、友人、さまざまな能力を失ってl'く存在とみなされていた。また、すべ

ての変化を嫌う、社会の進歩という観点からすれば妨害となる危険な存在とみなされていた。

高齢者への図書館サービスもこうした考えに立脚して提供されていた。図書館が提供する生涯

学習プログラムは，恩恵や指導であって、ニーズに応えるという観点からではなかったlヘ
アメリカ合衆国における高齢者サービスはこの1970年代以降、高齢者のニーズ、に立脚したサー

ビスを提供していくようになるO その契機となったのが、高齢化に関するホワイトハウス会議

であり、老年学界での研究成果であり、マイノリティの発言力の増大であり、高齢者を対象と

した法律や制度の制定であった。これらが総合して、高齢者に対する認識を変化させていった

のであるO

こうした社会の高齢者観の変化に対応したサービスを提供する司書は、高齢者をサービスの

客体としてではなく、サービスの主体として捉えることが求められている。恩恵を受ける社会

的弱者ではなく、社会に有用な経験と知恵を持つ人的資源として図書館は高齢者にサービスを

提供するのである。

2004年の現在、単独では自立し得ない人々が他からの介助を受けながら、しかしあくまで自

己決定権は保持することが可能となり始めた。これまで弱者や病人として哀れみの対象でしか

なかった人々が、パターナリズムから脱却して、自らをサービスの主体とみなした時、高齢者



高島:高齢者生涯教育における図書館の役割

のニーズの多くが満たされるのであるO こうした考え方がようやくなされるようになったので

ある 1九

司書にもこうした意識の改革が求められているO 従来の既成概念にとらわれたまま、高齢者

をサービスの客体、哀れむべき存在、あるいは社会にとって無用の存在とみなしている聞は高

齢者のニーズに対応することはできないのであるO

*設備の充実

高齢者に使いやすい、アプローチしやすい設備が高齢者サービスには不可欠であるO そして

高齢者にとって使いやすい設備であれば、誰にとっても使いやすい設備となるO 段差がなくス

ロープとなっていれば、照明が明るく文字が大きく明暗がはっきりしていれば、車椅子のため

に書架と書架の間隔が広く書架が低ければ、資料の文字が大きければ、階段の手すりが両側に

あれば、スイッチやドアノブや手洗いの設備が使いやすければ、高齢者のみならず、すべての

人々にとって使いやすい図書館となる O

1980年代から始まったユニバーサル・デザインを図書館も採用して、すべての年齢層の人々

が使いやすい設備を創出しなければならなl'0ユニバーサル・デザインは「すべての人間の真

の平等を認めるデザイン」ωであるO
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